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営
農
指
導
で
体
制
を
見
直
す
と
い
う
こ
と

だ
が
、
そ
う
い
っ
た
中
で
６
次
産
業
化
の
具

体
的
な
話
は
あ
る
か
。（
西
部
）

６
次
産
業
化
に
つ
い
て
は
新
た
に
担
当
部
署

を
設
置
し
、
新
商
品
の
企
画
を
中
心
に
開

発
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
Ｊ
Ａ
で
は
魚
津
産
の
六
条

大
麦
を
使
用
し
た
魚
津
の
麦
茶
、
キ
ュ
ー
ブ

米
、
お
か
ゆ
等
を
商
品
化
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
昨
年
、
果
樹
生
産
者
が
加
工
組
合
を

立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
て
、
リ
ン
ゴ
の
ペ
ー
ス

ト
を
作
り
ま
し
た
。
今
後
も
販
売
ル
ー
ト
を

確
保
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

米
の
生
産
調
整
を
行
っ
て
い
る
中
で
、
Ｊ
Ａ

う
お
づ
の
地
産
地
消
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
各
地

区
の
営
農
指
導
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。（
北
部
）

地
産
地
消
の
取
り
組
み
は
季
節
性
が
あ
る
も

の
の
、
野
菜
生
産
者
の
方
々
に
よ
り
学
校
給

食
へ
食
材
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
食
材
提
供
に
努
め
ま�

す
。
ま
た
、
営
農
指
導
体
制
に
つ
い
て
は
現

在
、
西
部
支
店
２
名
、
東
部
支
店
３
名
、
北

部
支
店
１
名
、
営
農
・
経
済
セ
ン
タ
ー
に
は

専
門
指
導
員
を
配
置
し
て
お
り
ま
す
。

自
己
改
革
工
程
表
の
食
味
値
向
上
等
高
品

質
米
の
取
り
組
み
と
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
た

適
正
施
肥
量
の
検
討
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
に

基
づ
く
栽
培
の
啓
蒙
と
は
何
か
。（
北
部
）

営
農
指
導
員
が
デ
ー
タ
を
集
約
検
討
し
改

善
策
を
提
案
し
ま
す
。
食
味
分
析
計
で
玄

米
の
タ
ン
パ
ク
含
有
量
や
水
分
等
を
測
定
し

ま
す
。
食
味
分
析
は
農
業
祭
等
で
実
施
し

て
お
り
、食
味
値
向
上
、高
品
質
米
生
産
に
む

け
た
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

農
地
の
放
棄
田
の
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た

農
地
の
保
全
に
つ
い
て
農
協
が
取
り
扱
っ
て

い
く
方
針
は
な
い
の
か
。（
北
部
）

農
地
放
棄
田
の
状
況
は
農
業
委
員
会
で
年

２
回
調
査
さ
れ
て
お
り
、
大
事
な
問
題
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
農
協
が
取
り
組

む
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
す
。

コ
シ
ヒ
カ
リ
、
て
ん
こ
も
り
が
特
Ａ
と
な
っ

た
が
、
米
の
食
味
値
が
高
く
な
れ
ば
価
格 

に
反
映
さ
れ
る
の
か
。（
北
部
）

 

特
Ａ
の
決
定
は
日
本
米
穀
検
定
協
会
で
行
っ

て
お
り
、
タ
ン
パ
ク
値
等
の
分
析
の
他
、
パ

ネ
ラ
ー
が
実
際
に
米
を
食
べ
て
の
食
感
等
を

総
合
的
に
判
断
し
て
決
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
一
般
的
に
タ
ン
パ
ク
質
が
目
的
値
の

6.4
％
以
下
が
お
い
し
さ
の
目
安
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
実
際
の
流
通
段
階
で
は
特
Ａ
判

定
は
信
頼
の
指
標
と
な
る
こ
と
は
あ
っ
て
も

価
格
に
大
き
な
影
響
が
出
る
こ
と
は
ほ
ぼ
あ

り
ま
せ
ん
。

水
稲
10
ア
ー
ル
あ
た
り
の
利
益
は
ど
れ
だ
け

か
。
集
落
営
農
組
合
で
も
赤
字
だ
と
聞
く

が
個
人
農
家
の
所
得
は
ど
う
か
。（
北
部
）

小
規
模
の
作
付
面
積
で
は
農
業
所
得
は
赤

字
に
な
る
場
合
が
多
い
の
が
事
実
で
す
。
集

落
営
農
組
合
等
に
お
願
い
で
き
な
い
か
と
い

う
話
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
ち
ら
も
人
材
不

足
や
経
営
面
積
が
限
界
の
現
状
で
あ
り
ま
し

て
、
農
協
と
地
域
農
家
が
一
体
と
な
っ
て
こ

の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

外
部
出
資
の
明
細
の
中
に
富
山
県
畜
産
加

工
販
売
農
業
協
同
組
合
連
合
会
へ
の
当
期

末
出
資
残
高
は
１
千
円
に
な
っ
て
お
り
、
期

首
か
ら
２
８
，９
４
９
千
円
減
少
し
て
い
る

が
、
富
山
県
畜
産
加
工
販
売
農
業
協
同
組

合
連
合
会
の
経
営
は
今
後
も
継
続
さ
れ
る

の
か
。（
西
部
）

経
営
は
今
後
も
継
続
さ
れ
ま
す
が
、
全
国

監
査
機
構
か
ら
財
務
内
容
の
悪
化
に
よ
り

実
質
価
額
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
と
の
判

断
か
ら
引
当
金
を
取
崩
し
、
出
資
金
を
償

却
す
る
よ
う
指
導
が
あ
り
ま
し
た
の
で
当
期

に
償
却
し
、
出
資
残
高
が
１
千
円
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

中
期
三
ヵ
年
計
画
の
中
で
信
用
事
業
収
益

が
大
幅
減
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
経
営
的

に
厳
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
と
Ｊ

Ａ
合
併
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
の
か
。

（
西
部
）

Ｊ
Ａ
合
併
に
つ
い
て
は
当
初
、
県
下
１
Ｊ
Ａ

と
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
の

Ｊ
Ａ
富
山
県
大
会
に
お
い
て
、
富
山
県
内
Ｊ

Ａ
を
新
川
地
区
、
富
山
地
区
、
高
岡
地
区
、

砺
波
地
区
の
県
下
４
Ｊ
Ａ
に
す
る
こ
と
が
機

関
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現

在
の
と
こ
ろ
新
川
地
区
Ｊ
Ａ
に
つ
い
て
は
合

併
の
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。

農
家
は
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
行
う
こ
と
も
限
界

に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
５
年
後
、
10
年

後
の
稲
作
経
営
は
非
常
に
厳
し
く
、
農
協

と
農
家
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
中
で
、
農

協
の
剰
余
金
処
分
（
案
） 

出
資
配
当
は
年

0.5
％
、
事
業
分
量
配
当
は
１
％
と
あ
る
が
、

こ
れ
以
上
の
配
当
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

（
北
部
）

剰
余
金
処
分
（
案
）
は
農
協
の
基
盤
へ
の
影

響
な
ど
を
考
え
な
が
ら
提
案
を
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
自
己
資
本
比
率
８
％
以
上
の

確
保
も
一
つ
の
指
標
で
あ
り
ま
す
。
15
％
以

上
で
あ
れ
ば
経
営
基
盤
は
安
定
し
て
い
る
と

言
わ
れ
る
中
で
、「
Ｊ
Ａ
う
お
づ
」
の
自
己

資
本
比
率
は
14
・
９
％
で
す
。

尚
、
事
業
分
量
配
当
以
外
に
肥
料
・
農
薬

な
ど
の
予
約
注
文
に
つ
い
て
は
割
引
価
格
を

適
用
し
た
り
、
取
扱
高
に
よ
り
供
給
高
歩

戻
し
を
行
う
等
の
奨
励
措
置
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。

農
協
の
純
利
益
、
内
部
留
保
に
つ
い
て
説
明

し
て
ほ
し
い
。（
北
部
）

純
利
益
に
相
当
す
る
も
の
は
当
期
剰
余
金

（
税
引
後
当
期
利
益
）
で
す
。
内
部
留
保
は

概
ね
貸
借
対
照
表
の
純
資
産
の
部
合
計
か

ら
出
資
金
に
関
連
す
る
項
目
等
を
差
し
引

い
た
も
の
に
な
り
ま
す
。。

営
　
　
農

総
　
　
務

支
店　

開
催
日

出
席
者

総
代
数

西
部
支
店 

3/8

101
人

223
人

東
部
支
店 

3/4

122
人

278
人

北
部
支
店 

3/5

47
人

69
人

合　

計

270
人

570
人

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
総
代

〈
平
成
30
年
度
下
半
期
〉

 
地
区
別
総
代
説
明
会
の
主
な
質
問

〈
平
成
30
年
度
下
半
期
〉

 
地
区
別
総
代
説
明
会
の
主
な
質
問

〈
平
成
30
年
度
下
半
期
〉

 
地
区
別
総
代
説
明
会
の
主
な
質
問
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工 事 の お 知 ら せ
JAうおづ営農・経済センター空調設備改修工事に伴い、下記期間中に作業をさせて頂きます。

工事期間　2019年３月10日～2019年６月10日
（工事中も通常どおり営業しています）

お客様にはご迷惑をお掛け致しますが、ご理解とご協力の程、宜しくお願い致します。
JAうおづ営農・経済センター空調設備改修工事

施工　くみあい建設株式会社

農作業メモ

営農指導員　坂本裕則

田植え時期に合わせた計画的な育苗作業を行いましょう！
　・播種から田植えまでは20日程度が目安です。
　・高温登熟の回避によって、品質の低下（心白・白未熟）を防ぎましょう。

消毒 浸種 催芽 播種 搬出 田植え

温湯消毒種籾 ― ４月16日頃 ４月23日頃 ４月25日頃 ４月28日頃 ５月15日頃

モミガードＣ ４月16日頃 ４月23日頃 ４月25日頃 ４月28日頃 ５月15日頃

※配達後の温湯消毒種籾は、浸種するまで風通しが良く温度変化の少ない場所で保管してください。

健苗育成で「高品質で良食味な魚津米」を
目指しましょう！

流水で行わない。１日１回は水を入れ替える。
積算温度100℃になるまで浸種。
※今年はうるちの休眠がやや深いので十分に浸種しましょう。
※水温10℃未満では種子が休眠から目覚めませんので積算温度

から除外してください。

浸　　　種
「水温10℃以上で10日間」「水温15℃で７日間」
（特に浸種初日は水温12.5℃程度に保つ）

はと胸１mm～２mmで止める。30℃で１日を基本と
するが、芽の伸びに応じて時間調整する。催　　　芽

籾が手につかない程度にカゲ干しする。水　切　り

１箱当たり乾籾で120ｇ（催芽籾150ｇ、容積200ml）播　　　種

温湯消毒種籾 モミガードＣ

本田10ａ当たり約2.4kg～2.5kg種籾準備

水20LにモミガードＣ100ｇを加え24時間浸種（種籾
10kg分）。消　　毒

稚苗の育苗手順を確認しましょう！

ハウスへの搬出と管理
生育ステージ 被覆・換気 温度管理（昼） 温度管理（夜） かん水

緑化期
（搬出後３日間程） ３日程　寒冷紗被覆 25℃～30℃ 10℃以上 搬出後は覆土が落ち着く程度かん水。

緑化中は覆土が乾けば適宜かん水。

硬化期
（14～15日間）

前期 日中換気 20℃～25℃ 10℃以上 ひかえめに

後期 夜間も換気
（10℃前後を保つ） 15℃～20℃ 10℃以上 １日　１～２回

夕方はひかえる。

※ハウスへの搬出は寒い日を避け、搬出後は的確にかん水しましょう。
※天気予報を確認して「晴れ」なら朝から換気しましょう。



JAうおづ2019.4 4

トピックス
TOPICS

V
ヴ ィ ー タ

ita d
デ

i f
フ ル ッ タ

rutta（果樹加工組合）が
魚津の加工品を販売

＝住まいの省エネフェア2019 in 魚津に出店＝

　３月２・３日の２日間、ありそドームで「住まいの省
エネフェア2019 in 魚津」が開催され、V

ヴィータ

ita d
デ

i f
フ ル ッ タ

rutta
（果樹加工組合）が出展しました。組合員４名で加積り
んごのわたがし、魚津産のりんご、なし、もも、ぶどう
などの果実で作ったジャム、加積りんごペーストなどを
販売しました。加積りんごのわたがしは子どもをはじめ
大人にも好評でした。
　この組合は平成30年８月に設立され、魚津産果実を
使った加工品を作っています。今後も市内のイベントを
中心に安全・安心な加工品の販売と魚津産果実の魅力
をPRしていく予定です。

魚津産果実で作った加工品を販売しました

本格的なりんご栽培に向けて
＝加積りんご組合ほ場巡回＝

　２月28日、加積りんご組合がりんごのほ場18カ所
の巡回を行いました。組合員や新川農林振興センター、
果樹研究センター、JAうおづなど約30名が参加しまし
た。せん定の状況、花芽の状態、病害の発生程度を確
認するために毎年この時期にほ場巡回が行われていま
す。参加者は各ほ場の樹木を確認しながら、枝管理や
樹勢の保ち方などの意見を交わしていました。果樹研
究センターの大城克明副主幹研究員は「葉が無く枝が
見えやすい今が樹木の状態を確認しやすい時期。樹勢
管理や病害の発生に注意したせん定作業を行ってほし
い」と話しました。

樹木を組合員同士で互いに確認しています

農業の６次産業化について考える
＝魚津市農業者意見交換会＝

　３月４日、スカイホテル魚津で魚津市農業者意見交
換会が行われました。魚津地域担い手育成総合支援協
議会が農業者と市・農業関係機関の意見交換を目的と
して毎年開催しており、農業者、新川農林振興セン
ター、市役所、JAうおづなど53名が参加しました。最
初に「６次産業化を楽しもう！～ひとりではなくみん
なで付加価値を創りあげる～」という演題で、株式会
社ジェック経営コンサルタントの取締役第１事業部部
長の小島雅史氏が講演されました。全国の取り組み事
例を紹介しながら、６次産業化の基礎知識や実施に向
けたプランの立て方などを説明されました。
　その後は意見交換会が行われ、参加者からは市やJA
うおづに対して６次産業化の取り組み事例、若い農家
への支援について意見や質問が行われました。

意見交換会の様子

各協議会で総会が開催されました
＝JAうおづ水稲直播協議会・魚津市農協集落 
　営農協議会・魚津市農協畜産部会＝

　２月28日にJAうおづ水稲直播協議会、３月14日に魚津市農
協集落営農協議会、27日に魚津市農協畜産部会の総会がそれ
ぞれ開催されました。総会では平成30年度の事業報告・収支
決算報告、平成31年度の事業計画・収支予算等が承認されま
した。役員改選では、集落営農協議会の会長に東山営農組合
の中田輝男氏が、畜産部会の会長に村崎信武氏がそれぞれ選
任されました。
　総会後には研修会が行われ、JAうおづ水稲直播協議会では
バイエルクロップサイエンス株式会社の石川明氏から「水稲直
播における新種子処理剤と除草剤について」という演題で、新
しく開発された種子処理剤と除草剤の効果的な使用方法など
の講演がありました。魚津市農協集落営農協議会では農研機
構食農ビジネス推進センターの山本淳子氏から「農業経営の円
滑な継承に向けて」と題し、家族経営や共同経営などの継承に
ついての講演がありました。

JAうおづ水稲直播協議会の研修会
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トピックス
TOPICS

収量アップを目標に
＝JAうおづ平成31年産「富富富」生産推進大会＝

　３月13日、JAうおづ営農・経済センターで平成31年
産「富富富」生産推進大会が開催されました。生産者、
新川農林振興センター、JAうおづ営農指導員など39名
が参加しました。今年は38経営体、約45haで「富富富」
の栽培が行われます。生産者を代表して、ゆかり営農
組合の坪崎芳松氏に海野組合長より「富富富」生産者登
録証が渡されました。
　また、新川農林振興センター魚津・黒部班の石田宏
副主幹より栽培マニュアルの説明が行われました。昨
年度の栽培においてコシヒカリと比較しながら、葉色の
維持や適切な追加穂肥、年間を通した水管理・生育管
理などのポイントを説明されました。

「富富富」生産者登録証の交付を受ける坪崎芳松氏

健康な苗を生産者に
＝「富富富」「コシヒカリ」種籾　温湯消毒作業＝

　３月11日から３月25日にかけ、JAうおづ加積倉庫
で種籾の温湯消毒作業が行われました。温湯消毒とは、
種籾を60℃の温湯に10分間浸し、種籾を消毒する作
業のことです。苗

なえ

立
たち

枯
がれ

細菌病、いもち病、ばか苗病な
どの種子伝染病を予防しつつ、農薬を使わない環境に
やさしい苗作りに毎年取り組んでいます。
　今年は「富富富」「コシヒカリ」合計約10,300kgの
種籾の消毒を行い、４月中旬までに農家や営農組合な
どの注文先に届けられる予定です。

環境に配慮した消毒作業です

2020年度
JAうおづ職員募集について

　　　　　　総合職　若干名

　　　　　　４年制大学、短期大学、専門学校
を2020年３月卒業見込みの方、
または卒業後３年以内の方

　　　　　　インターネット就職情報サイト
「マイナビ2020」にあるJAうおづ
のページをご覧ください

　　　　　　インターネット就職情報サイト
「マイナビ2020」にあるJAうおづ
のページからエントリーをお願い
します

募集人数

応募資格

詳　　細

応募方法

　JAうおづ　総務課　担当：石坂
　0765－24－9912

　この件に関する照会先

魚津警察署から感謝状
＝JAうおづ西部支店が特殊詐欺被害を防止＝

感謝状を受け取る松﨑支店長

　３月14日、魚津警察署が特殊詐欺被害を未然に防いだJAう
おづ西部支店（松﨑支店長）と窓口担当の黒﨑さん、稲澤さんに
感謝状を贈りました。感謝状贈呈に合わせて黒﨑さんと稲澤さ
んに「特殊詐欺被害防止推進員」認定証を交付しました。なお、
西部支店は「特殊詐欺被害防止推進店・事業所」に認定済みで、
平成29年11月の未然防止に続き、２度目の受賞となります。
　２月下旬に市内の70代男性が西部支店窓口で500万円分の
出金を依頼。高額だったため理由を確認したところ「保釈金
500万円を払わないといけない」と話しました。出金を思いと
どまらせ保釈金について調べ、今回の件を特殊詐欺だと確信
し、魚津警察署へ通報し詐欺被害を未然に防ぎました。
　松﨑支店長は「特殊詐欺防止について広く周知するとともに、
職員にも事例を伝え今後も発生防止に努めていきたい」と話し
ました。
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女性部
　

３
月
10
日
、
第
45
回
Ｊ
Ａ
う
お
づ
女
性
部
定
期
総
会
が

Ｊ
Ａ
う
お
づ
営
農
・
経
済
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
部
員
や

関
係
者
60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
初
め
に
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
者
の
冥
福
を
祈
り
、
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

次
第
に
沿
っ
て
、
平
成
30
年
度
事
業
内
容
・
収
支
決
算
、

平
成
31
年
度
の
事
業
計
画
・
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
役
員
改
選
で
は
平
成
31
年
度
の
新
役
員
が
承
認
さ
れ
、

部
長
に
藤
森
百
合
子
さ
ん
（
西
布
施
支
部
）、
副
部
長
・
組

織
部
長
に
肥
塚
久
美
子
さ
ん
（
松
倉
支
部
）、
会
計
・
書
記

に
宮
坂
希
宗
子
さ
ん（
上
野
方
支
部
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
に
は
今
年
度
を
も
っ
て
役
員
を
退
任
さ
れ
る
政
二

喜
美
子
さ
ん
（
松
倉
支
部
）
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
海
野

組
合
長
よ
り
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で

は
、
富
山
社
会

人
大
楽
塾
の
柳

原
正
年
氏
を
講

師
に
招
き
、「
笑

い
の
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
と
歌
体
操

で
寿
命
を
延
ば

そ
う
」
と
題
し

て
お
話
し
い
た

だ
き
、
部
屋
中

に
笑
い
声
が
広

が
り
ま
し
た
。

女
性
の
力
で
地
域
を
明
る
く
！

＝
第
45
回
Ｊ
Ａ
う
お
づ
女
性
部
定
期
総
会
＝

退任される政二喜美子さん（松倉支部）に感謝状が贈られました

　夏を越して晩秋まで果実（莢果）を取り続けることができ、フヨウに似た黄色い花は観賞用として
もめでられ、家庭菜園や庭先、プランター栽培共にお勧めです。アオイに似た花は観賞価値もあり、
秋遅くまで咲き続けます。花も実もある重宝な野菜といえます。
　独特の粘りがあり、夏のスタミナ補給にうってつけの野菜として知られています。食べ方は刻ん
で生のままだけでなく、ゆでたり炒めたり、サラダやてんぷら、みそ漬け、かす漬けにと、使い道
が広いのも魅力です。
　高温性で昼は25～30度、夜は20～23度が適温で、10度以下の
低温では生育がまったく停止し、葉が黄変、落葉してしまいます。
畑に植えたが一向に伸びず、落葉、枯死するという声がよく聞かれ
るのは、苗が低温に遭っていたり、植えた畑が寒過ぎたりした場合
が多いのです。これを水不足と勘違いして水をやり過ぎると地温が
さらに下がり、過湿となり立ち枯れ病が発生したりして失敗を助長
してしまいます。
　育て方のポイントは、苗は３号ポリ鉢に、一晩水に浸した種を４～
５粒まき、20度ぐらいに加温して育てるか、市販の苗を買い求め、
暖かい場所で再育苗し、十分暖かくなってから畑に植え出します。最
近はずいぶん早くから店頭に苗が並びますが、買い急ぎは禁物、失敗
して再び苗を求めなくてはならない状態になってしまいます。
　図のように黒色ポリフィルムをマルチし、地温を上げてから植え
ることをお勧めします。
　オクラの育ちをよく見ると、初期には枝分かれせず、１株当たり
の花・果数は少ないので、それを補い、早期収量を高めるために、
畑でもプランターでも、１カ所に２株ずつ植えることを勧めます。
前半は葉もあまり込み合わないので、これでちょうど良いのです。
　盛んに育ち枝が伸びだしてきたら、主枝の上の方を摘除し側枝に
日を当て、健全に伸びるようにします。
　半月に１回、１株当たり小さじ１杯ぐらいの化成肥料を追肥します。
　近頃各地で葉を筒状に巻き食害するワタノメイガの発生が見られ
ます。発見次第捕殺するか、適応殺虫剤を散布して防ぎましょう。

栄養豊か、花も楽しめるオクラ栄養豊か、花も楽しめるオクラ栄養豊か、花も楽しめるオクラ家庭菜園
ひとくちメモ

板木技術士事務所●板木利隆

プランターでも畑でも
１カ所２株ずつ植える

50cm

80cm

植え穴

摘心

収穫

摘葉

２株

株が大きく育ったら
主枝を摘心し側枝を
伸ばす

果実を収穫したら
その下方の葉は
摘み取る

２株
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青壮年部
　

３
月
１
日
、
Ｊ
Ａ
う
お
づ
営
農
・
経
済
セ
ン
タ
ー

に
て
第
52
年
度
の
Ｊ
Ａ
う
お
づ
青
壮
年
部
総
会
が
開

催
さ
れ
、
部
員
ら
21
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
平
成
30

年
度
事
業
内
容
・
収
支
決
算
、
平
成
31
年
度
の
事
業

計
画
・
収
支
予
算
・
新
役
員
選
出
の
議
案
が
す
べ
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
の
新

部
長
に
は
天
神
支
部

の
二
田
義
和
さ
ん
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
若
手
の
農
業
者
に

も
っ
と
積
極
的
に
青

壮
年
部
へ
参
加
し
て

欲
し
い
。
皆
さ
ん
と

の
信
頼
関
係
を
深
め

な
が
ら
、
農
業
を
基

盤
と
す
る
地
域
づ
く

り
を
実
践
し
、『
食
』

と
『
農
』
を
引
き

継
ぐ
た
め
の
運
動
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
」
と
新
体
制
へ
の

意
気
込
み
を
述
べ
ま

し
た
。

　

３
月
16
日
、
表
題
の
総
会
が
富
山
県
農
協
会
館

で
開
催
さ
れ
、
県
内
の
青
壮
年
部
か
ら
57
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
総
会
次
第
に
従
い
、
平
成
30
年
度

の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
平
成
31
年
度
の
事
業

計
画
・
収
支
予
算
・
役
員
の
改
選
な
ど
の
議
案
が

す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
31
年
度
の
新
役

員
に
は
、
新
た
に
会
長
と
し
て
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
の

高
木
謙
太
郎
氏
、
Ｊ
Ａ
う
お
づ
か
ら
は
冨
居
信
昭

氏
が
組
織
副
部
長
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
高

木
新
会
長
は
「
皆
に
紹
介
し
た
く
な
る
青
壮
年
活

動
を
行
い
、
次
世
代
向
け
の
農
業
を
広
め
た
い
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
や
青
壮
年
組
織
の
魅
力
や
意
義
を

盟
友
の
皆
さ
ん
と
伝
え
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
」
と
あ
い

さ
つ
さ
れ
、

平
成
31
年
度

の
青
壮
年
活

動
の
活
性
化

を
誓
い
ガ
ン

バ
ロ
ウ
三
唱

を
行
い
ま
し

た
。

青
壮
年
部
へ
の

積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け

＝
Ｊ
Ａ
う
お
づ
青
壮
年
部　

第
52
年
度
定
期
総
会
＝

気
持
ち
を
新
た
に
、

次
世
代
へ
繋
が
る
農
業
を

＝
Ｊ
Ａ
富
山
県
青
壮
年
組
織
協
議
会

　

第
67
回
通
常
総
会
＝高木謙太郎新会長のあいさつ

二田新部長のあいさつ 天神支部　二田義和

保証料が金利に含まれるので
初期費用が抑えられます

10年間金利が変わらない安心感

３大疾病保障特約付団信は
金利に年0.1％上乗せ
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年 金 友 の 会 活 動 報 告　～ 総 会 編  Part 1 ～
３月４日　西部支店　中島地区　バーデン明日

３月13日　西部支店　下野方地区　バーデン明日

２月27日　東部支店　上野方地区　金太郎温泉

３月７日　東部支店　西布施地区　金太郎温泉

３月12日　東部支店　天神地区　湯神子温泉

２月26日　北部支店　経田地区　金太郎温泉 ３月１日　北部支店　道下地区　金太郎温泉
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金
融
部
金
融
課
貯
金
為
替
担
当

金
融
部
金
融
課
融
資
担
当

金
融
部
共
済
課
保
全
担
当

金
融
部
共
済
課
保
全
担
当

金
融
部
共
済
課
保
全
担
当

金
融
部
共
済
課
保
全
担
当

金
融
部
共
済
課
普
及
担
当

金
融
部
共
済
課
普
及
担
当

金
融
部
共
済
課
普
及
担
当

金
融
部
共
済
課
普
及
担
当

金
融
部
共
済
課
普
及
担
当

金
融
部
共
済
課
普
及
担
当

金
融
部
共
済
課
普
及
担
当

監
査
部
監
査
課

西
部
支
店
金
融
業
務
担
当

西
部
支
店
金
融
業
務
担
当

西
部
支
店
金
融
業
務
担
当

西
部
支
店
金
融
業
務
担
当

西
部
支
店
金
融
業
務
担
当

西
部
支
店
金
融
渉
外
担
当

西
部
支
店
金
融
渉
外
担
当

西
部
支
店
金
融
渉
外
担
当

東
部
支
店
金
融
業
務
担
当

東
部
支
店
金
融
業
務
担
当

東
部
支
店
金
融
業
務
担
当

東
部
支
店
金
融
渉
外
担
当

東
部
支
店
金
融
渉
外
担
当

東
部
支
店
金
融
渉
外
担
当

東
部
支
店
営
農
・
経
済
担
当

北
部
支
店
金
融
業
務
担
当

北
部
支
店
金
融
業
務
担
当

北
部
支
店
金
融
業
務
担
当

北
部
支
店
金
融
業
務
担
当

北
部
支
店
金
融
渉
外
担
当

北
部
支
店
金
融
渉
外
担
当

中
央
支
店
金
融
業
務
担
当

中
央
支
店
金
融
業
務
担
当

中
央
支
店
金
融
業
務
担
当

中
央
支
店
金
融
業
務
担
当

中
央
支
店
金
融
業
務
担
当

中
央
支
店
金
融
業
務
担
当

中
央
支
店
金
融
渉
外
担
当

中
央
支
店
金
融
渉
外
担
当

中
央
支
店
金
融
渉
外
担
当

嘱
託　

経
済
部
ア
グ
リ
シ
ョ
ッ
プ
店
長

嘱
託　

経
済
部
燃
料
課
長

嘱
託　

経
済
部
燃
料
課
係
長

川
見
　
委
子

高
橋
　
真
子

布
本
　
　
茂

川
尻
　
智
也

林
　
　
茉
紀

本
吉
　
真
子

伊
藤
　
公
洋

吉
﨑
　
　
誠

谷
口
　
宏
太

田
中
　
　
諭

坪
井
　
佳
武

谷
口
　
亜
紀

濱
田
真
奈
美

中
内
　
凌
子

荒
地
　
力
丸

廣
瀨
美
由
紀

稲
澤
奈
緒
子

黒
﨑
　
尚
美

山
田
ひ
か
理

岩
田
　
祥
郁

三
井
　
治
代

森
岡
　
沙
紀

島
澤
　
梨
絵

谷
口
波
瑠
奈

窪
田
　
稚
奈

矢
浪
　
和
也

牛
嶋
　
由
佳

山
口
亜
由
美

伊
東
　
裕
美

村
﨑
　
美
輝

石
川
　
　
潤

島
田
眞
三
子

本
田
　
晴
菜

窪
田
　
康
範

経
田
　
加
奈

浜
守
千
亜
希

松
原
佳
乃
子

田
中
　
　
薫

印
田
千
穂
美

飯
野
　
友
美

内
村
　
愛
吏

高
島
　
陽
平

有
馬
　
優
子

畑
岸
　
朋
子

村
井
　
　
徹

大
崎
　
　
智

広
瀬
　
正
孝

荻
野
　
美
帆

塚
本
　
敬
子

山
本
　
実
花

金
川
　
尚
弘

金
融
部
貯
金
為
替
課

総
務
部
管
理
課

金
融
部
共
済
保
全
課

西
部
支
店
渉
外
担
当

金
融
部
共
済
保
全
課

金
融
部
共
済
保
全
課

金
融
部
共
済
普
及
課

金
融
部
共
済
普
及
課

金
融
部
共
済
普
及
課

金
融
部
共
済
普
及
課

北
部
支
店
渉
外
担
当

金
融
部
共
済
普
及
課

金
融
部
共
済
普
及
課

東
部
支
店
業
務
担
当

西
部
支
店
業
務
担
当

西
部
支
店
業
務
担
当

西
部
支
店
業
務
担
当

西
部
支
店
業
務
担
当

西
部
支
店
業
務
担
当

西
部
支
店
渉
外
担
当

西
部
支
店
渉
外
担
当

西
部
支
店
渉
外
担
当

西
部
支
店
業
務
担
当

北
部
支
店
業
務
担
当

東
部
支
店
業
務
担
当

東
部
支
店
渉
外
担
当

東
部
支
店
渉
外
担
当

東
部
支
店
渉
外
担
当

営
農
部
組
合
員
課

北
部
支
店
業
務
担
当

中
央
支
店
渉
外
担
当

北
部
支
店
業
務
担
当

東
部
支
店
業
務
担
当

北
部
支
店
渉
外
担
当

北
部
支
店
渉
外
担
当

東
部
支
店
業
務
担
当

中
央
支
店
業
務
担
当

中
央
支
店
業
務
担
当

中
央
支
店
業
務
担
当

中
央
支
店
業
務
担
当

中
央
支
店
業
務
担
当

中
央
支
店
渉
外
担
当

中
央
支
店
渉
外
担
当

中
央
支
店
渉
外
担
当

再
雇
用

新
採
用

新
採
用

新
採
用

新
採
用

新

新

氏
　
名

氏
　
名

旧

旧

新

氏
　
名

旧

経
済
部
長　

経
済
部
給
油
所
長
兼
務
を
解
く

金
融
部
長

営
農
部
営
農
販
売
課
長

営
農
部
営
農
企
画
課
長　

六
次
産
業
化
担
当
兼
務

金
融
部
金
融
課
長

金
融
部
共
済
課
長

監
査
部
監
査
課
長

営
農
部
営
農
販
売
課
長
代
理

経
済
部
燃
料
課
長
代
理

金
融
部
共
済
課
長
代
理　

共
済
保
全
担
当

金
融
部
共
済
課
長
代
理　

共
済
普
及
担
当

西
部
支
店
長
代
理　

営
農
・
経
済
担
当

西
部
支
店
長
代
理　

金
融
担
当

東
部
支
店
長
代
理　

金
融
担
当

北
部
支
店
長
代
理　

金
融
担
当

中
央
支
店
長
代
理　

金
融
業
務
担
当

中
央
支
店
長
代
理　

金
融
渉
外
担
当

営
農
部
営
農
販
売
課
係
長

経
済
部
ア
グ
リ
シ
ョ
ッ
プ
係
長

金
融
部
金
融
課
係
長

営
農
部
営
農
販
売
課

営
農
部
営
農
販
売
課

営
農
部
営
農
販
売
課

営
農
部
営
農
販
売
課

営
農
部
営
農
販
売
課

営
農
部
営
農
販
売
課

営
農
部
営
農
企
画
課

営
農
部
営
農
企
画
課

経
済
部
農
機
具
セ
ン
タ
ー

金
融
部
金
融
課
貯
金
為
替
担
当

伊
東
　
幹
治

林
　
　
誠
人

慶
伊
　
隆
広

纓
坂
　
浩
司

村
﨑
　
豊
靖

畠
山
　
　
譲

高
島
　
憲
一

高
瀬
　
茂
樹

松
本
　
友
義

早
勢
　
直
樹

眞
門
　
裕
治

金
山
　
良
平

高
縁
　
　
大

折
川
　
誠
太

田
林
　
秀
清

米
田
　
理
香

伊
藤
　
由
美

菊
池
　
公
康

細
川
　
稜
人

坂
本
　
裕
則

沢
田
　
雅
美

中
村
　
幸
治

江
幡
　
孝
文

清
水
　
雄
太

草
島
　
　
遥

西
本
　
媛
華

吉
崎
　
　
葵

海
野
　
　
洋

湯
上
生
由
希

小
林
　
優
紀

守
内
　
尚
代

監
査
部
監
査
課
長

営
農
部
営
農
企
画
課
長

金
融
部
貯
金
為
替
課
長

経
済
部
給
油
所
長
代
理

金
融
部
共
済
普
及
課
長
代
理

金
融
部
共
済
保
全
課
長
代
理

金
融
部
共
済
普
及
課
長
代
理

北
部
支
店
業
務
担
当
係
長

営
農
部
営
農
企
画
課
係
長

西
部
支
店
営
農
・
経
済
担
当

金
融
部
貯
金
為
替
課

営
農
部
営
農
企
画
課

東
部
支
店
営
農
・
経
済
担
当

東
部
支
店
営
農
・
経
済
担
当

営
農
部
営
農
企
画
課

営
農
部
営
農
企
画
課

営
農
部
営
農
企
画
課

営
農
部
組
合
員
課

営
農
部
組
合
員
課

中
央
支
店
渉
外
担
当

東
部
支
店
営
農
・
経
済
担
当

人
　
事
　
異
　
動

（
平
成
31
年
４
月
１
日
付
）

営
農
部
組
合
員
課
長

村
井
　
　
徹

金
融
部
長　

金
融
部
融
資
課
長
兼
務

黒
田
　
和
則

定
年
退
職 

（
平
成
31
年
３
月
31
日
付
）

永
年
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

依
願
退
職

（
平
成
31
年
３
月
31
日
付
）

四
家
井
　
拓	

営
農
部
営
農
業
務
課

小
林
　
理
恵	

東
部
支
店
渉
外
担
当

冨
居
　
峻
祐	

東
部
支
店
業
務
担
当

経
済
部
長

経
済
部
給
油
所
長
兼
務

営
農
部
営
農
企
画
課
長

代
理

金
融
部
共
済
普
及
課
長

共
済
保
全
課
長
兼
務

北
部
支
店
長
代
理

業
務
担
当
・
渉
外
担
当
兼
務

経
済
部
ア
グ
リ
シ
ョ
ッ
プ

店
長
代
理

西
部
支
店
長
代
理

業
務
担
当
・
渉
外
担
当
兼
務

東
部
支
店
長
代
理

業
務
担
当
・
渉
外
担
当
兼
務

中
央
支
店
長
代
理

業
務
担
当

中
央
支
店
長
代
理

渉
外
担
当

嘱
託　

経
済
部
経
済
課

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
担
当

嘱
託　

経
済
部
ア
グ
リ

シ
ョ
ッ
プ
店
長

営
農
部
長

営
農
部
営
農
業
務
課
長
兼
務

営
農
部
長

営
農
部
営
農
業
務
課
長
兼
務
を
解
く

臨
時
傭
員

総
務
部
総
務
課
付　

営
農
部
営
農
企
画
課

臨
時
傭
員

総
務
部
総
務
課
付　

東
部
支
店
金
融
業
務
担
当

臨
時
傭
員

総
務
部
総
務
課
付　

東
部
支
店
金
融
渉
外
担
当

臨
時
傭
員

総
務
部
総
務
課
付　

中
央
支
店
金
融
渉
外
担
当
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このたび、農協自己改革の一環として、業務の体制を見直しました。
（平成31年４月１日から実施）

旧

新

金
融

金
融

営
農
経
済

金
融

営
農
経
済

営
農
経
済

金
融

共
済
課

金
融
課

燃
料
課（
ガ
ス
・
給
油
所
）

農
機
具
セ
ン
タ
ー

ア
グ
リ
シ
ョ
ッ
プ

経
済
課

営
農
販
売
課

中央支店 北部支店 東部支店 西部支店 金融部 経済部 営農部

業
務

渉
外

業
務

渉
外

営
農
経
済

業
務

渉
外

営
農
経
済

営
農
経
済

渉
外
業
務

融
資
課

共
済
保
全
課

共
済
普
及
課

貯
金
為
替
課

給
油
所

農
機
具
セ
ン
タ
ー

ア
グ
リ
シ
ョ
ッ
プ

経
済
課

営
農
企
画
課

営
農
業
務
課

組
合
員
課

営
農
企
画
課

テ
ー
マ	

―
桜
―

う
６
年
前
の
こ
と
で
す
。
孫
が
４
歳
の
と
き
、
天
神
山
植

物
園
に
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
桜
の
花
見
シ
ー
ズ
ン
は
過

ぎ
て
い
ま
し
た
が
、
桜
の
花
び
ら
が
た
く
さ
ん
地
面
に
残
っ
て
い

ま
し
た
。
孫
は
小
さ
な
手
で
花
び
ら
を
か
き
集
め
、
祖
母
（
私

の
妻
）
と
一
緒
に
空
に
向
か
っ
て
ほ
う
り
投
げ
、「
パ
ア
ー
ッ
」

と
散
っ
て
ゆ
く
の
を
「
キ
レ
イ
、
キ
レ
イ
」
と
は
し
ゃ
い
で
い
た

の
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
孫
は
も
う
４
年
生
に
な
り
ま
す
。

（
ウ
ト
ウ
さ
ん
）

　

桜
は
満
開
も
と
て
も
綺
麗
で
す
が
、
散
っ
て
地
面
い
っ
ぱ
い
に

残
っ
て
い
る
の
も
綺
麗
で
す
ね
。
桜
で
は
し
ゃ
ぐ
お
孫
さ
ん
が
と

て
も
可
愛
ら
し
い
で
す
ね
。

年
水
族
館
で
、
同
級
生
20
数
名
が
桜
の
下
で
集
い
、
ラ
ン

チ
を
し
な
が
ら
語
ら
い
、
笑
い
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
て
お
り
ま
す
。 

（
レ
イ
子
さ
ん
）

　

同
級
生
が
20
数
名
も
集
ま
る
と
は
、
と
て
も
仲
が
良
い
の
で

す
ね
。
桜
の
下
で
の
食
事
は
、
い
ち
だ
ん
と
美
味
し
く
感
じ
ら

れ
そ
う
で
す
。
今
年
の
春
も
楽
し
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
ね
。

成
30
年
４
月
６
日
、
上
中
島
小
学
校
最
後
の
入
学
式
を

終
え
、
外
に
出
る
と
突
然
の
嵐
に
「
空
も
」「
人
も
」「
校

舎
も
」
見
え
な
い
く
ら
い
の
桜
吹
雪
で
、
足
元
は
一
面
花
弁
で
敷

き
詰
め
ら
れ
茫
然
と
立
ち
尽
く
す
。
私
が
小
学
６
年
生
の
と
き

に
腕
程
だ
っ
た
桜
の
木
が
50
倍
程
の
巨
木
と
な
り
、
夢
の
よ
う

な
桜
吹
雪
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
音
一
頻
り
。
そ
の
昔
、
小
学
１
年
生

の
と
き
、
切
り
倒
さ
れ
た
巨
木
の
八
重
桜
の
桜
吹
雪
で
グ
ラ
ウ

ン
ド
一
面
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
ひ
と
時
で
し

た
。 

 

（
ふ
き
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

　

幼
い
頃
は
小
さ
か
っ
た
桜
の
木
が
、
大
き
く
な
っ
て
入
学
す
る

小
学
生
た
ち
を
迎
え
入
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す

ね
。
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
ね
。

め
て
い
た
こ
ろ
、
職
場
か
ら
満
開
の
富
山
城
址
公
園
や
松

川
べ
り
の
桜
が
見
え
ま
し
た
。
忙
し
い
中
で
ホ
ッ
と
い
や

さ
れ
る
時
で
し
た
。 

（
小
前
明
子
さ
ん
）

　

富
山
城
址
公
園
や
松
川
べ
り
の
周
囲
は
建
物
が
昔
と
比
べ
て

ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
ま
し
た
が
、
満
開
の
桜
の
風
景
は
今
で
も
変

わ
ら
ず
春
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

年
は
暖
冬
で
、
全
て
の
花
が
早
々
に
咲
い
て
い
ま
す
。
イ

チ
ゴ
の
花
ま
で
咲
き
ま
し
た
。
私
の
畑
に
も
桜
の
木
が
１

本
だ
け
植
え
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
便
り
が
載
る
こ
ろ
に
は
も
う

散
ら
か
っ
て
い
る
か
も
…
？ 

（
Ｕ
Ｎ
Ｋ
48
さ
ん
）

　

雪
は
ほ
と
ん
ど
積
も
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
冬
の
肌
寒
さ
は

ず
っ
と
続
い
た
印
象
で
す
ね
。
桜
は
１
本
だ
け
目
立
つ
よ
う
に
植

え
て
あ
る
も
の
も
風
情
が
あ
っ
て
い
い
で
す
ね
。

ほ
ど
日
本
的
な
美
し
さ
を
誇
っ
て
い
る
花
は
無
い
と
思
い

ま
す
。
春
一
番
の
華
や
か
さ
が
、
と
て
も
日
本
人
に
好
ま

れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
春
が
来
た
ぁ
～
」
と
元

気
を
も
ら
う
花
で
も
あ
り
ま
す
。 

（
Ｙ
・
Ｋ
さ
ん
）

　

確
か
に
春
の
花
、
と
い
う
と
ま
ず
桜
を
思
い
浮
か
べ
ま
す

ね
。
春
の
到
来
を
告
げ
る
ほ
か
に
も
、
４
月
は
１
年
の
は
じ
ま

り
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
色
々
印
象
に
残
り
や
す
い
花
だ
と

思
い
ま
す
。

津
に
桜
を
含
め
、
も
っ
と
花
の
名
所
が
増
え
た
ら
良
い
な

…
。 

 

（
朝
野
秀
子
さ
ん
）

　

駅
周
辺
や
広
々
と
し
た
場
所
な
ど
、
目
立
つ
所
に
花
が
た
く

さ
ん
咲
い
て
い
る
と
つ
い
訪
れ
た
く
な
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
場

所
が
増
え
る
と
い
い
で
す
ね
。

津
市
の
桜
の
名
所
と
言
え
ば
水
族
館
の
桜
、
き
れ
い
で
す

ね
。
子
ど
も
が
小
さ
い
頃
よ
り
、
よ
く
出
か
け
て
い
ま
し

た
。
近
年
は
桜
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
、
大
勢
の
市
民

が
花
見
に
出
か
け
ら
れ
ま
す
ね
。 

（
み
ち
よ
さ
ん
）

　

ピ
ン
ク
色
の
桜
の
花
に
は
人
を
強
く
惹
き
つ
け
る
も
の
が
あ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
見
て
い
る
と
つ
い
盛
り
上
が
り
た

い
、
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
出
て
く
る
と
い
う
か
。

前
勤
め
て
い
た
頃
、
事
務
所
が
富
山
城
址
公
園
の
前
に
あ

り
、
事
務
所
の
４
階
か
ら
見
る
桜
が
何
と
も
き
れ
い
で
し

た
。
仕
事
で
落
ち
込
ん
だ
時
な
ど
桜
を
見
て
元
気
を
も
ら
い
ま

し
た
。 

 

（
谷
口
百
合
子
さ
ん
）

　

色
鮮
や
か
で
ま
ん
ま
る
と
し
た
や
わ
ら
か
い
感
じ
が
並
ん
で

い
る
と
、
今
日
も
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
わ
き
や
す
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

め
て
い
た
頃
、
昼
休
み
時
に
桜
の
下
で
手
作
り
弁
当
を
食

べ
た
頃
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

（
Ｔ
・
Ｈ
さ
ん
）

　

風
に
乗
っ
て
舞
う
桜
の
花
び
ら
を
見
つ
つ
弁
当
を
食
べ
た
り
す

る
と
、
な
ん
て
豪
華
な
場
所
な
ん
だ
ろ
う
と
思
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
昼
夜
問
わ
ず
明
る
い
色
だ
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

フ
リ
ーが

家
の
え
が
お
ち
ゃ
ん
が
す
ご
く
笑
顔
が
可
愛
ら
し
い
男

の
子
で
と
て
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。 

（
後
藤
恵
美
さ
ん
）

　

赤
ち
ゃ
ん
や
お
子
さ
ん
の
笑
顔
は
見
て
い
て
と
っ
て
も
和
み

ま
す
ね
。
ず
っ
と
幸
せ
な
顔
で
す
く
す
く
元
気
に
育
ち
ま
す
よ

う
に
。

回
は
２
人
目
の
孫
を
わ
が
家
の
え
が
お
ち
ゃ
ん
に
出
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
３
年
前
は
お

姉
も
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
伊
澄
っ
て
女
の
子
み
た
い
で
す

が
男
の
子
で
す
。
最
近
は
好
奇
心
漫
々
で
目
が
離
せ
な
く
な
り

ま
し
た
。
暖
か
く
な
っ
て
き
た
の
で
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
。

（
ば
あ
ば
さ
ん
）

　

こ
れ
か
ら
楽
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
で
き
る
暖
か
い
季
節
に

な
る
の
で
、
ぜ
ひ
色
ん
な
所
へ
遊
び
に
連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
ね
。

も毎平勤今
お
た
よ
り
コ
ー
ナ
ー

わ今 桜魚魚以勤
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JAからの
お知らせ

５月号のテーマ「平成の思い出」
　５月号は「平成の思い出」をテーマにお便りを募集します。いよいよ新元号を迎え、
長いような短いようなと思い返すこともあると思います。皆さんの「平成の思い出」
について、色々なエピソードをお待ちしております！
応募方法
　郵便はがきに、①クロスワードパズルの答え、②おたよりコーナー「テーマ」または

「フリー（ご意見・ご感想など）」、③郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を書いて
送ってください。
※ おたよりコーナーへの投稿がなくてもクイズ

の応募は受け付けます。
※ おたよりコーナーで紹介させていただく場合、

フルネームでの掲載となりますので、ペン
ネーム希望の方はペンネーム等の記入もお忘
れなくご記入ください。

※ 投稿すべてを紹介できない場合がありますの
であらかじめご了承ください。

（４月25日消印有効）

937－0066

魚津市北鬼江
360

JAうおづ編集部

① クロスワードパズル
の答え

② おたよりコーナー
　「テーマ」または 
　「フリー」

③ 郵便番号、
　住所、氏名、
　年齢、電話番号

クロスワードパズル・おたより募集!!

★ヨコのカギ
❶ カキツバタやハナショウブに似た
花が咲きます。

❷包丁の刃を受け止めます。
❹他の人には教えないでね。
❺歯のある履物。
❻うどんや牛丼に掛ける調味料。
�ボールを使った曲芸がうまい海獣。
�漢字では無花果と書く果物。
�素人ではありません。
�はたきで取り除く物。
� 大地真央や天海祐希は宝塚──
団の元トップスター。

�これごと食べられる豆もあります。

★タテのカギ
1 プロではありません。
3 �アグネス・チャンのデビュー曲は
『──の花』。

7 堀端などでゆらゆらと枝を揺らす木。
8 ラッコやカワウソはこの仲間。
9 �３月はマーチ、４月はエイプリル。
５月は？

10歩き過ぎると棒になるかも。
11 �定年──を迎え、第二の人生をス
タートさせた。

15土地を売買するときの値段。
16液体から固体をこし取ること。
18大さじの1/3の容量です。
20晩ご飯のことです。
21農協、取説、メアド、合コンなど。
22──は金なり。

３月号の答え『モクレン』
当選者	 牧　冨貴子さん（上野）
	 後藤　恵美さん（住吉）

おめでとうございます。
応募総数…16通

正解者数は16通でした!!

1  7 9  14 18 21 

2 　  11  19  

　    12 15   

3   10    

4 8    20  

5    13 16  22

6 　   17   

A

E

B

D

C

JAうおづ
レギュラーガソリン
10L券をプレゼント！!

全部の文字を埋め、A～Eの二重ワクの
文字を並べてできた言葉が答えです。

応募者
２名様に
抽選で!!

理 事 会 だ よ り理 事 会 だ よ り
平成31年３月28日　出席理事11名　出席監事４名
報告事項
第１、	 ２月末事業実績について（２月末財務・事業内容）
第２、	 JA財務モニタリングについて
第３、	 魚津市農業再生協議会総会及び生産団体代表者会議の開催について
第４、	 魚津市長期債の融資実行について
第５、	 内部監査に関する内部評価結果について
第６、	「みのり監査法人」との監査契約について
第７、	 その他
	 ①大型連休の業務について
	 ②第28回JA全国大会について
	 ③役員視察研修について　他
� 以上、報告されました。
付議事項
第１号議案 業務報告書の件
� 出席理事全員の賛成で承認されました。
第２号議案 	マネー・ローンダリング及びテロ資金等及び反社会的勢力

等への対応に関する規程類の改正の件
� 出席理事全員の賛成で承認されました。
第３号議案 就業規則及び臨時傭員就業規則の一部変更の件
� 出席理事全員の賛成で承認されました。
第４号議案 ローン融資要項及びローン商品概要説明書の一部変更の件
� 出席理事全員の賛成で承認されました。
第５号議案 労働組合要求書の件
� 交渉権、妥結権の一任について出席理事全員の賛成で承認されました。
第６号議案 第55年度役員報酬の件
� 各理事の支給定額等について出席理事全員の賛成で承認されました。
なお、理事会議事録は本店・各支店に備え置いてあります。

JA富山県女性組織協議会総会
【県JA会館】13：00

４/13
土

加積りんご組合花見会【野村松夫氏
園】14：00

４/22
月

第39回魚津しんきろうマラソン４/28
日

おいで安定例会【農村環境改善セン
ター】19：30

４/17
水

理事会　９：30４/25
木

2019年魚津市民ゴルフ大会４/29
月

下野方梨組合豊作祈願祭【清水梨
園】15：00

５/８
水

行 事 予 定行 事 予 定



ATMの更改の係る
ATM終日休止のお知らせ

５月11日（土）北部支店　終日休止となります
５月25日（土）東部支店　終日休止となります

ATMの更改の係る
ATM終日休止のお知らせ

ゴールデンウィーク中（４月27日～５月６日）の営業についてのご案内ゴールデンウィーク中（４月27日～５月６日）の営業についてのご案内
◎金融窓口業務（貯金・為替）
　全支店全日休業
　ATM稼働時間（カッコ内はサンプラザ）
　全日稼働　８：45～17：00（９：00～17：00）

◎共済センター
　全日休業

◎営農・経済センター
　４月29日（月）通常営業８：30～17：00
　５月 ２日（木）通常営業８：30～17：00
　その他の日は休業いたします

◎農機具センター
　通常営業　８：30～17：00

◎サンポートうおづ東給油所
　４月27日（土） ７：00～19：00
　４月28日（日）～５月６日（月）８：00～18：00
◎LPガス
　警備保障会社対応（TEL 24-8080）
◎アグリショップ
　通常営業　８：30～18：00

◎交通事故受付
　TEL 0120-258-931（フリーダイヤル）24時間無休
◎キャッシュカード事故受付
　TEL 0120-794-551（フリーダイヤル）24時間無休
◎JAカード事故受付
　TEL 0120-159-674（フリーダイヤル）24時間無休

ご来店をお待ち
しております!!

24時間受付・年中無休

葬儀・法要のことなら 安心と信頼の

JAうおづ葬祭事業
TEL（0765）23－0271

（または フリーダイヤル 0120-293-039） 担当：谷越・山本担当：山本・藤田

編集後記　　　　　　　田植えの準備が着々と進められていく季節に
なりました。出来事といえば、３月上旬に小松菜の収穫体験に
行ったことを思い出します。ちょっとした農業体験になったわ
けですが、農作業の経験自体がほとんどない私にとってはす
ごく苦戦しました。おぼつかない手つきで見よう見まねで作業
したり、慣れない姿勢で疲労がすぐ溜まったりと。それでもハ
ウス内での収穫作業はとても新鮮な体験であり、その大変さ
があったからこそ作業後のお話で「若いときは色々なことを吸
収できるチャンスだから分からないことはどんどん聞いてほし
い」というのが強く印象に残りましたね。 （海野）

1個216円（税込）　
アグリショップにて販売しています。
1個216円（税込）　
アグリショップにて販売しています。
1個216円（税込）　
アグリショップにて販売しています。うおづ産米おかゆ絶賛発売中!!うおづ産米おかゆ絶賛発売中!!うおづ産米おかゆ絶賛発売中!!

共済だよりNo.243

わが家の
えがおちゃん
わが家の
えがおちゃん
わが家の
えがおちゃん

姉妹で仲良く育ってね

家族からのメッセージ家族からのメッセージ家族からのメッセージ

（魚津市本江）

お父さん

 　 　敬子 さんお母さん

 大浦 正春 さん

な な み あ や の

大浦 夏々海ちゃん・彩乃ちゃん
（H25.９.９生まれ） （H30.５.24生まれ）


